
(57)【要約】

【目的】本発明は加入者がダイアルロックの設定を行わ

ずに移動機を放置した場合でも、第三者による不正使用

を防止することができる自動ダイアルロック式移動機を

提供することを目的とする。

【構成】入力手段４からの暗証番号入力によるダイアル

ロック解除後に、第１積算手段７で経過時間の積算を開

始し、この積算時間が第３記憶手段９の設定時間ｔ１を

超過したことを第１比較手段１１で検出すると自動設定

手段１３がダイアルロック状態とし、一方、通話完了が

監視手段６で検出されると第２積算手段８が通話完了後

の経過時間の積算を開始し、第２比較手段１２が手段８

から送られてくる積算時間と第４記憶手段１０に記憶さ

れている設定時間ｔ２とを比較し、積算時間が時間ｔ２

を超過すると手段１３が手段２へ第１情報を記憶するよ

うに構成する。
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【特許請求の範囲】

【請求項１】  移動機をダイアルロック状態とするため

の操作が行われる操作手段(1) と、

ダイアルロック状態及びダイアルロック解除状態の何れ

かを示す情報が記憶される第１記憶手段(2) と、

暗証番号が記憶された第２記憶手段(3) と、

暗証番号の入力が行われる入力手段(4) と、

該入力手段(4) から入力された暗証番号と該第２記憶手

段(3) に記憶された暗証番号とを照合し、暗証番号が合

致した際に該第１記憶手段(2) にダイアルロック解除状

態を示す情報を記憶する命令を出力する照合手段(5) 

と、

該第１記憶手段(2) にダイアルロック解除状態を示す情

報が記憶されることによるダイアルロック解除後の経過

時間を積算する第１積算手段(7) と、

該ダイアルロック解除後に自動で再びダイアルロック状

態とするまでの第１設定時間ｔ１が記憶された第３記憶

手段(9) と、

該第１積算手段(7) の積算時間と該第１設定時間ｔ１と

を比較し、該積算時間が該第１設定時間ｔ１を超過した

ことを検出する第１比較手段(11)と、

通話完了を監視し、該通話完了を検出する監視手段(6) 

と、

該監視手段(6) による通話完了検出後の経過時間を積算

する第２積算手段(8)と、

該通話完了後に自動で再びダイアルロック状態とするま

での第２設定時間ｔ２が記憶された第４記憶手段(10)

と、

該第２積算手段(8) の積算時間と該第２設定時間ｔ２と

を比較し、該積算時間が該第２設定時間ｔ２を超過した

ことを検出する第２比較手段(12)と、

該第１比較手段(11)により時間超過が検出された場合

か、該第２比較手段(12)により時間超過が検出された場

合に、ダイアルロック状態を示す情報を該第１記憶手段

(2) に記憶する自動設定手段(13)とを具備し、

前記第１記憶手段(2) に、前記ダイアルロック状態を示

す情報が記憶された場合に移動機がダイアルロック状態

となるようにしたことを特徴とする自動ダイアルロック

式移動機。

【請求項２】  前記第１設定時間ｔ１と前記第２設定時

間ｔ２とを変更する手段(14)を設けたことを特徴とする

請求項１記載の自動ダイアルロック式移動機。

【請求項３】  前記第３記憶手段(9) 及び前記第４記憶

手段(10)に接続された外部端子を設け、該外部端子に設

定時間書き換え用の装置を接続し、前記第１設定時間ｔ

１と前記第２設定時間ｔ２とを変更するようにしたこと

を特徴とする請求項１記載の自動ダイアルロック式移動

機。

【請求項４】  移動機をダイアルロック状態とするため

の操作が行われる操作手段(1) と、

ダイアルロック状態及びダイアルロック解除状態の何れ

かを示す情報が記憶される第１記憶手段(2) と、

暗証番号が記憶された第２記憶手段(3) と、

暗証番号の入力が行われる入力手段(4) と、

該入力手段(4) から入力された暗証番号と該第２記憶手

段(3) に記憶された暗証番号とを照合し、暗証番号が合

致した際に該第１記憶手段(2) にダイアルロック解除状

態を示す情報を記憶する命令を出力する照合手段(5) 

と、

該第１記憶手段(2) にダイアルロック解除状態を示す情

報が記憶されることによるダイアルロック解除後の経過

時間を積算する積算手段(7) と、

該ダイアルロック解除後に自動で再びダイアルロック状

態とするまでの設定時間ｔ３が記憶された第３記憶手段

(9) と、

該積算手段(7) の積算時間と該設定時間ｔ３とを比較

し、該積算時間が該設定時間ｔ３を超過したことを検出

する比較手段(11)と、

該比較手段(11)により時間超過が検出された場合に、ダ

イアルロック状態を示す情報を該第１記憶手段(2) に記

憶する自動設定手段(13)とを具備して構成されたことを

特徴とする自動ダイアルロック式移動機。

【請求項５】  移動機をダイアルロック状態とするため

の操作が行われる操作手段(1) と、

ダイアルロック状態及びダイアルロック解除状態の何れ

かを示す情報が記憶される第１記憶手段(2) と、

暗証番号が記憶された第２記憶手段(3) と、

暗証番号の入力が行われる入力手段(4) と、

該入力手段(4) から入力された暗証番号と該第２記憶手

段(3) に記憶された暗証番号とを照合し、暗証番号が合

致した際に該第１記憶手段(2) にダイアルロック解除状

態を示す情報を記憶する命令を出力する照合手段(5) 

と、

通話完了を監視し、該通話完了を検出する監視手段(6) 

と、

該監視手段(6) による通話完了検出後の経過時間を積算

する積算手段(8) と、

該通話完了後に自動で再びダイアルロック状態とするま

での設定時間ｔ４が記憶された記憶手段(10)と、

該積算手段(8) の積算時間と該設定時間ｔ４とを比較

し、該積算時間が該設定時間ｔ４を超過したことを検出

する比較手段(12)と、

該比較手段(12)により時間超過が検出された場合に、ダ

イアルロック状態を示す情報を該第１記憶手段(2) に記

憶する自動設定手段(13)とを具備して構成されたことを

特徴とする自動ダイアルロック式移動機。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【産業上の利用分野】本発明は自動ダイアルロック式移

動機に関する。移動通信用の移動機の需要は年々増加す
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る一方であるが、その反面、盗難等による不正使用も増

加している。そこで、不正使用をより確実に防止するた

めのダイアルロック機能を有する移動機が要望されてい

る。

【０００２】

【従来の技術】従来の移動機に装備されているダイアル

ロック機能について説明する。移動通信サービスにおけ

る加入者（移動機の使用者）は、契約時にダイアルロッ

ク機能が必要な場合、その暗証番号を決定する。一方、

事業者は移動機の記憶装置に加入者依頼の暗証番号を登

録した後、加入者に移動機を手渡し、移動通信サービス

を開始する。

【０００３】暗証番号登録済の移動機は、例えば「Ｆ」

の後に「＃」のボタンを所定時間押下した場合にダイア

ルロック状態となり、発信不能となる。また、電源投入

後に暗証番号を押下し、更に通信開始ボタンを押下すれ

ば、ダイアルロックが解除され、発信可能となる。

【０００４】つまり、加入者が移動機を所有する場合、

通常は盗難等に備えてダイアルロック状態に設定し、発

信時のみダイアルロックの解除を行うようにする。

【０００５】

【発明が解決しようとする課題】ところで、上述したよ

うなダイアルロック機能付の移動機においては、ダイア

ルロック解除状態で盗難にあった場合、事業者への連絡

によって保守者の操作による通話停止処理が実施される

までは不正使用を防止することができないと言った問題

がある。

【０００６】本発明は、このような点に鑑みてなされた

ものであり、加入者がダイアルロックの設定を行わずに

移動機を放置した場合でも、第三者による不正使用を防

止することができる自動ダイアルロック式移動機を提供

することを目的としている。

【０００７】

【課題を解決するための手段】図１に本発明の原理図を

示す。図中、１は操作手段であり、移動機をダイアルロ

ック状態とするための操作が行われるものである。

【０００８】２は第１記憶手段であり、ダイアルロック

状態及びダイアルロック解除状態の何れかを示す情報が

記憶されるものである。３は第２記憶手段であり、暗証

番号が記憶されている。４は入力手段であり、暗証番号

の入力が行われるものである。

【０００９】５は照合手段であり、入力手段４から入力

された暗証番号と第２記憶手段３に記憶された暗証番号

とを照合し、暗証番号が合致した際に第１記憶手段２に

ダイアルロック解除命令を出力するものである。

【００１０】７は第１積算手段であり、第１記憶手段２

にダイアルロック解除状態を示す情報が記憶されること

によるダイアルロック解除後の経過時間を積算するもの

である。

【００１１】９は第３記憶手段であり、ダイアルロック

解除後に自動で再びダイアルロック状態とするまでの第

１設定時間ｔ１が記憶されている。１１は第１比較手段

であり、第１積算手段７の積算時間と第１設定時間ｔ１

とを比較し、積算時間が第１設定時間ｔ１を超過したこ

とを検出するものである。

【００１２】６は監視手段であり、通話完了を監視し、

該通話完了を検出するものである。８は第２積算手段で

あり、監視手段６による通話完了検出後の経過時間を積

算するものである。

【００１３】１０は第４記憶手段であり、通話完了後に

自動で再びダイアルロック状態とするまでの第２設定時

間ｔ２が記憶されている。１２は第２比較手段であり、

第２積算手段８の積算時間と第２設定時間ｔ２とを比較

し、積算時間が第２設定時間ｔ２を超過したことを検出

するものである。

【００１４】１３は自動設定手段であり、第１比較手段

１１により時間超過が検出された場合か、第２比較手段

１２により時間超過が検出された場合に、ダイアルロッ

ク状態を示す情報を第１記憶手段２に記憶するものであ

る。

【００１５】

【作用】上述した本発明によれば、操作手段１によって

ダイアルロック状態設定操作が行われたとすると、第１

記憶手段２にダイアルロック状態を示す情報が記憶さ

れ、移動機がダイアルロック状態となる。

【００１６】次に、入力手段４から暗証番号が入力され

たとすると、照合手段５がその暗証番号と、第２記憶手

段３に記憶されている暗証番号とを照合する。この照合

結果が合致していなければダイアルロック状態は解除さ

れない。合致していれば照合手段５が第１記憶手段２へ

ダイアルロック解除状態を示す情報を記憶する。これに

よって移動機がダイアルロック解除状態となる。

【００１７】また、ダイアルロック解除後の経過時間の

積算が第１積算手段７によって実行される。その後、第

１比較手段１１が第１積算手段７の計時する積算時間

と、第３記憶手段９に記憶された第１設定時間ｔ１とを

比較する。この比較において、積算時間が時間ｔ１を超

過したことを第１比較手段１１が検出すると、自動設定

手段１３が第１記憶手段２へダイアルロック状態を示す

情報を記憶する。これによって、移動機が自動的にダイ

アルロック状態となる。

【００１８】一方、通話完了が監視手段６で検出される

と、第２積算手段８が通話完了後の経過時間の積算を開

始する。その後、第２比較手段１２が、第２積算手段８

から送られてくる積算時間と第４記憶手段１０に記憶さ

れている第２設定時間ｔ２とを比較する。

【００１９】この比較において、積算時間が時間ｔ２を

超過したことを第２比較手段１２が検出すると、自動設

定手段１３が第１記憶手段２へダイアルロック状態を示

す情報を記憶し、移動機が自動的にダイアルロック状態
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となる。

【００２０】

【実施例】以下、図面を参照して本発明の一実施例につ

いて説明する。図２は本発明の一実施例による自動ダイ

アルロック式移動機のブロック構成図である。

【００２１】この図において、１はダイアルロック設定

操作部であり、加入者がダイアルロックの設定を行う場

合にその操作を行うものである。２はダイアルロック状

態記憶部であり、操作部１によりダイアルロック設定が

実施されると、その旨を記憶するものである。記憶部２

にダイアルロック中が記憶されると、移動機がダイアル

ロック状態となる。

【００２２】３は暗証番号記憶部であり、加入者の暗証

番号依頼に応じた事業者の記憶操作によって、予め暗証

番号が記憶されるようになっている。４は暗証番号入力

部であり、加入者がダイアルロック解除のための暗証番

号の入力を行うものである。

【００２３】５は暗証番号照合部であり、暗証番号入力

部４から暗証番号が入力されると、その暗証番号と暗証

番号記憶部３に記憶されている暗証番号とを照合し、番

号が合致していればダイアルロック解除命令をダイアル

ロック状態記憶部２へ出力することによってダイアルロ

ック状態を解除するものである。また、番号が合致しな

い場合はダイアルロックは解除されず、ダイアルロック

状態のままとなる。

【００２４】７は第１経過時間積算部であり、ダイアル

ロックが解除された際に暗証番号照合部５から送られて

くる積算開始指示によって、ダイアルロック解除後の経

過時間の積算を開始するものである。

【００２５】９は第１自動設定時間記憶部であり、ダイ

アルロック解除後に自動で再びダイアルロック状態とす

るまでの第１ダイアルロック自動設定時間ｔ１が予め記

憶されている。

【００２６】１１は第１経過時間比較部、１３はダイア

ルロック自動設定部である。第１経過時間比較部１１

は、経過時間積算部７から送られてくる積算時間と第１

自動設定時間記憶部９に記憶されている時間ｔ１とを比

較し、積算時間が時間ｔ１を超過した場合にダイアルロ

ック自動設定部１３へ時間超過報告を出力する。

【００２７】ダイアルロック自動設定部１３は、時間超

過報告を受けると、ダイアルロック状態記憶部２の内容

をダイアルロック中とする。６は通話完了監視部であ

り、ダイアルロック解除状態から第１ダイアルロック自

動設定時間ｔ１が経過するまでに発信が行われた場合

に、加入者の通話完了を検出するものである。

【００２８】８は第２経過時間積算部であり、通話完了

を検出した通話完了監視部６から送られてくる積算開始

指示によって、通話完了後の経過時間の積算を開始する

ものである。

【００２９】１０は第２自動設定時間記憶部であり、通

話完了後に自動で再びダイアルロック状態とするまでの

第２ダイアルロック自動設定時間ｔ２が予め記憶されて

いる。

【００３０】１２は第２経過時間比較部であり、第２経

過時間積算部８から送られてくる積算時間と第２自動設

定時間記憶部１０に記憶されている時間ｔ２とを比較

し、積算時間が時間ｔ２を超過した場合にダイアルロッ

ク自動設定部１３へ時間超過報告を出力する。

【００３１】これによってダイアルロック自動設定部１

３がダイアルロック状態記憶部２の内容をダイアルロッ

ク中とする。以上が自動でダイアルロックを行うための

基本的な構成であり、次に、図３のフローチャートを参

照して、ダイアルロック設定及び解除の動作を説明す

る。

【００３２】但し、第１自動設定時間記憶部９に記憶さ

れている第１自動設定時間ｔ１は１０分、第２自動設定

時間記憶部１０に記憶されている第２自動設定時間ｔ２

は２分であるとする。暗証番号記憶部３には、「７６２

５」の暗証番号が記憶されているものとする。

【００３３】図３に示すステップＳ１において、加入者

がダイアルロック設定操作部１によって移動機をダイア

ルロック状態とする操作を行ったとすると、ダイアルロ

ック状態記憶部２にダイアルロック中の情報が記憶され

る。これによって移動機がダイアルロック状態となる。

【００３４】次に、ステップＳ２において、加入者が暗

証番号入力部４から暗証番号「７６５２」を入力したと

すると、ステップＳ３において、暗証番号照合部５が、

暗証番号「７６５２」と、暗証番号記憶部３に記憶され

ている暗証番号「７６２５」とを照合する。

【００３５】ステップＳ４において、ステップＳ３にお

ける暗証番号の照合結果が合致しているかどうかが判断

される。この判断結果がＹＥＳであればステップＳ５に

進み、ＮＯであればステップＳ１に戻る。

【００３６】この場合、「７６５２」と「７６２５」と

は合致してないので、判定結果がＮＯとなり、ダイアル

ロック状態は解除されず、ステップＳ１に戻ることにな

る。次は、ステップＳ１を介してステップＳ２におい

て、暗証番号「７６２５」が入力されたとすると、ステ

ップＳ３では、「７６２５」と「７６２５」とが照合さ

れる。

【００３７】この場合、ステップＳ４における判定結果

はＹＥＳとなるので、ステップＳ５に進み、暗証番号照

合部５がダイアルロック状態記憶部２へダイアルロック

解除命令を送出する。これによって記憶部２にダイアル

ロック解除の情報が記憶され、移動機がダイアルロック

解除状態となる。

【００３８】また、暗証番号の合致によって暗証番号照

合部５から積算開始指示が第１経過時間積算部７へ送出

される。これによって、ステップＳ６において、第１経

過時間積算部７がダイアルロック解除後の経過時間の積
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算を開始する。

【００３９】次に、ステップＳ７において、第１経過時

間比較部１１が第１経過時間積算部７の計時する積算時

間と、第１自動設定時間記憶部９に記憶された第１ダイ

アルロック自動設定時間の１０分とを比較し、積算時間

が１０分を超過しているかどうかを判定する。

【００４０】この判定結果がＹＥＳであればステップＳ

８に進み、ＮＯであればステップＳ９に進む。積算時間

が例えば７分だったとすると、判定結果はＮＯとなるの

でステップＳ９へ進む。

【００４１】ステップＳ９において、現在のダイアルロ

ック解除状態で発信が行われたかどうかが判断され、こ

の判定結果がＹＥＳであればステップＳ１０に進む。判

定結果がＮＯだったとすると、ステップＳ７へ戻り、再

び積算時間が１０分を超過しているかどうかが判定され

る。ここで、積算時間が１０分を超過したとすると、判

定結果がＹＥＳとなり、ステップＳ８へ進む。

【００４２】ステップＳ８において、第１経過時間比較

部１１がダイアルロック自動設定部１３へ時間超過報告

を行い、ダイアルロック自動設定部１３がダイアルロッ

ク状態記憶部２へダイアルロック中の情報を記憶する。

これによって、移動機がステップＳ１のダイアルロック

状態となる。

【００４３】一方、ステップＳ９における判断結果がＹ

ＥＳだったとすると、ステップＳ１０に進み、第２経過

時間積算部８が初期状態、即ち計時０の状態に設定さ

れ、ステップＳ１１において通話が行われる。

【００４４】そして、ステップＳ１２において通話が完

了すると、ステップＳ１３において通話完了が通話完了

監視部６で検出され、この検出によって積算開始指示が

送出され、第２経過時間積算部８が通話完了後の経過時

間の積算を開始する。

【００４５】次に、ステップＳ７において、第２経過時

間比較部１２が、第２経過時間積算部８から送られてく

る積算時間と第２自動設定時間記憶部１０に記憶されて

いる第２ダイアルロック自動設定時間の２分とを比較

し、積算時間が２分を超過しているかどうかを判定す

る。

【００４６】この判定結果がＹＥＳであればステップＳ

８に進み、ＮＯであればステップＳ９に進む。積算時間

が例えば１分だったとすると、判定結果はＮＯとなるの

でステップＳ９へ進む。

【００４７】ステップＳ９において、現在のダイアルロ

ック解除状態で発信が行われたかどうかが判断され、こ

の判定結果がＹＥＳであればステップＳ１０に進む。判

定結果がＮＯだったとすると、ステップＳ７へ戻り、再

び積算時間が２分を超過しているかどうかが判定され

る。ここで、積算時間が２分を超過したとすると、判定

結果がＹＥＳとなり、ステップＳ８へ進み、ダイアルロ

ック自動設定部１３がダイアルロック状態記憶部２へダ

イアルロック中の情報を記憶する。これによって、移動

機がステップＳ１のダイアルロック状態となる。

【００４８】一方、ステップＳ９における判断結果がＹ

ＥＳだったとすると、ステップＳ１０に進み、第２経過

時間積算部８が計時０の状態に設定され、ステップＳ１

１において通話が行われる。

【００４９】そして、ステップＳ１２において通話が完

了すると、ステップＳ１３において第２経過時間積算部

８が通話完了後の経過時間の積算を開始する。以降上述

した動作が繰り返される。

【００５０】以上説明した実施例の自動ダイアルロック

式移動機によれば、暗証番号の入力によって移動機のダ

イアルロックを解除した後、第１ダイアルロック自動設

定時間ｔ１の時間を超過すると自動的にダイアルロック

状態に設定されるようになっている。上述した例ではダ

イアルロック解除後１０分を経過すると自動的にダイア

ルロック状態に設定される。

【００５１】従って、ダイアルロック解除後に移動機の

不正使用が行われたとしても１０分までしか許容されな

い。また、ダイアルロック解除中に通話が行われ、通話

完了後、第２ダイアルロック自動設定時間ｔ２の時間を

超過すると自動的にダイアルロック状態に設定されるよ

うになっている。上述した例ではダイアルロック解除後

２分を経過すると自動的にダイアルロック状態に設定さ

れる。

【００５２】従って、不正使用者が発信を２分間隔以内

に実施しない限り自動的にダイアルロック状態に設定さ

れるようになっている。また、自動ダイアルロック式移

動機に図２に示すように自動設定時間入力部１４を設

け、第１及び第２自動設定時間記憶部９，１０に記憶さ

れた第１及び第２ダイアルロック自動設定時間ｔ１，ｔ

２を任意に変更できるようにしてもよい。

【００５３】更に、第１及び第２自動設定時間記憶部

９，１０に接続された外部接続端子１６を設け、この外

部端子に、第１及び第２ダイアルロック自動設定時間ｔ

１，ｔ２を任意に変更する自動設定時間書換用外部装置

１７を接続してもよい。

【００５４】そして、自動設定時間入力部１４又は自動

設定時間書換用外部装置１７によって、第１及び第２ダ

イアルロック自動設定時間ｔ１，ｔ２を所望時間に設定

すれば、より効果的な不正使用防止を実施することがで

きる。

【００５５】

【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、

加入者がダイアルロックの設定を行わずに移動機を放置

した場合でも、所定時間後に自動的にダイアルロックが

かかるようにしたので、第三者による不正使用を防止す

ることができる効果がある。

【図面の簡単な説明】

【図１】本発明の原理図である。
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